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川上昌裕と仲間たちVOL１
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ピアノ四重奏曲第１番ハ短調Ｏｐｌ５より

くシューマン〉

ピアノ五重奏曲変ホ長調○ｐ､４４

〈カプースチン〉

第１楽章

【入場料】全席自由一般¥４，５００ﾄｯパﾝﾎーﾙｸﾗブ会員優待灘¥４，０００学生￥3ﾂ０００(いずれも税込）
隅トッパンホールクラブ会員の優待割引は､トッバンホールチケットセンターのみの取扱いとなります。

未就学児の入場は､恐縮ですがお断り申し上げますｂ

ヴァイオリン･ソナタＯＰ､７０より

ヴィオラ･ソナタＯｐ６９より

チェロ･ソナタ第２番○p､８４より

ピアノ五重奏曲Ｏｐ,８９
（プログラムは予告なく変更する場合がございますb）
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１４:００開演
(１３:３０開場）
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ﾄッパンホール 江戸川橋駅より徒歩８分／後楽園駅より徒歩１０分

飯田橋駅より徒歩１３分

【チケット販売】

ＪＫａｒｔｓ(ヅｪｲｹｲ･ｱーﾂ）http:"jk-arts,net/concert・ｈｔｍｌ

トツパンホールチケツトセンターhttp:〃www､toppanhalLcom公03-5840-2222（平日10～18時）
カンフエテイhttp:〃ｗｗｗ､confetti-web､com公0120-240-540(平日10～１８時）

【主催】「川上昌裕と仲間たち｣シリーズ実行委員会

【後援】（公財)読売日本交響楽団http:"yomikyo,or・jp/／日本カプースチン協会http:〃www､kapustinjp／
【マネジメント･お問い合わせ】JKarts(ジｪｲｹｲ.ｱー ﾂ）

http:〃jk-arts､net函info＠jk-arts,net冠045-515-3114

夢〆

２０１４年７月２．１日月･祝

渡這千春
（ヴィオラ）

唐沢安岐奈
（チェロ）

肥田与幸
(ヴァイオリン）

鎌田成光
(ヴァイオリン）
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世紀の変わり目あたりからにわかに知られるようになっ

た作曲家ｶプー ｽﾁﾝ｡今や実力ある若手のピｱﾆｽﾄﾆｺﾗｲ･ｶブー ｽﾁﾝ(NikoIaiKapustin､1937年生)は､ウクラ

たちはこぞって世界のあちこちのｺﾝｸー ﾙやｺﾝｻー イチの作曲家･ビｱﾆｽﾄ｡7歳でピｱﾉを始め､ﾓｽｸﾜ音楽院で
卜で取り上げるようになり､ＣＤ録音や映像の類も多数ゴリデンヴエイゼルにビｱﾉを師事する｡在学中にジｬスに興味を
Iこ上ります。 持ち始め､作曲活動を開始｡卒業後ジｬス･ｵー ｹｽﾄﾗとの共演を

これまで注目を浴びてきた作品はいくつかのポピュラー 重ねる｡しかし1980年代に入ると作曲活動に重きを置き､今年2月

なピｱﾉソロ作品に集中していましたが､彼の作曲ジヤ までにその作品番号は154に達したが､今なお増え続けている。

pビア渥唾５KK剛三

にル ノこな0人ＣＤ録音や

ち始 ･卒

の シック

んだ点に る なものではなはな<、

彼の作風の最大の特色はジｬスの語法をクラシック音楽の形式に
ﾝルはピアノ曲､コンチェルト､ビッグバンドを含む曲、

取り込んだ点にある｡それは実験的なものではなく､語法を完全に
室内楽曲など多様です｡特に室内楽作品はあらゆる

自らのものとした上で新たな様式を生み出した｡特にピアノの演奏一ロー■■〃全＝己ＪＬ〃些戸ヨーーＬ－－Ｐ－一一一ＬｊＬＬ－－とＬ■.Ｅ一一一一里 自らのものとした上で新たな様式を生み出した｡特にピアノの演奏
楽器のために数多く書かれており､彼の全作品の中でも重要な位置を占めていま

技術を大きく拡大したが､それは本人が優れたピアニストであること

ものとした た みみ こピアノ

す｡しかし､その演奏機会はまだ極めて少ないのが現状です｡私自身がカブースチン
た ニスれたピアニスト

という作曲家に目覚めたのは､実は彼のいくつかの室内楽作品に触れたことがのいくつかの

きっかけでした｡このカプースチンの新たな世界を少しずつ紐解いていく楽しみを、

ぜひ多くの聴衆の方々と共有していきたいと思っています。

カプースチンに新たな光を与えるというコンセプトで立ち上がったこのシリーズで

Iま､これまでの伝統的な室内楽レパートリーとカプースチン作品を並列させたプロレバー 一スチン作品

グﾗﾑを軸にしていきたいと思っています｡皆さんと一緒に､未知の､心ときめく体験、、

を共有できることを楽しみにしています。

川上昌裕

凸川上昌裕MasahiroKawakami-Piano

東京音楽大学ピアノ演奏家コースおよびウィーン市立音楽院を首席で卒業｡マリア･カナルス国際コンクール上位入賞｡ＮＨＫ｢ＦＭリサイタル｣､｢名曲リサイタル｣､｢名曲
アルバム｣などテレビやラジオの放送出演多数｡特にロシアの作曲家･メトネルやカブースチンを紹介して世界でも高い評価を受けている。

カブースチン作品の演奏では､2006年に東京で世界初のオール･カプースチン･リサイタルを行ない､その後ピアノ協奏曲第４番の日本初演､ピアノ協奏曲第６番の世界初演
を果たしている｡またカプースチンと直接に親交を持ち､２曲のピアノ曲(作品137,138)を献呈されている他､｢カプースチンピアノ作品集｣(Vol,1～3)、｢カプースチンピアノ
室内楽集①｣などのＣＤや､校訂出版したカプースチンの楽譜も多数に上る｡現在､東京音楽大学准教授。

口鎌田成光NarumiKamata-Violm
相愛高校音楽科を経て､相愛音楽大学音楽学部卒業｡東京芸術大学大学院修士課程修了｡大学在学中に｢斎藤秀雄奨学金｣を2度授与される｡第34回全日本学生音楽コン
クール西日本大会第2位｡1988年ひょうご音楽コンクール弦楽部門第2位｡第２１回民音室内楽コンクール第一部門入選｡読売新聞社､関西音楽協会主催等の新人演奏会に
出演｡読売日本交響楽団団員｡1999年に読響団員でリュミエール弦楽四重奏団を結成｡リュミエール弦楽四重奏団を主宰し､所属する読響だけでなく室内楽演奏会も積極的に
行っている｡ヴァイオリンを磯野寿子､東儀幸､故吉永清子､久合田緑鐸和樹､ベラ･カトーナの各氏に､室内楽を久合田緑､生沼晴嗣の各氏に師事。

口肥田与幸TbmoyukiHida-Violm
鈴木メソードにてヴァイオリンを始める｡国立音楽大学付属音楽高校卒業｡東京音楽大学卒業｡桐朋学園大学研究科修了b神奈川県新人演奏会に出演｡イタリアピエデイ
ルーコ音楽祭出演｡雲科音楽祭にてジョイントフレッシュコンサート出演｡ＪＴアフイニス音楽祭､アンサンブルシリーズに出演｡これまでに村上豊･中村幾代･浦川宜也･瀬戸
璃子･吉川朝子･藤原浜雄の各氏に師事｡現在読売日本交響楽団団員。

四渡這千春ChiharuWaianabe-Violo
熊本市出身｡東京雲術大学卒業｡卒業時に同声会賞を受賞する｡ロームミュージックファンデーションの奨学金を受けアントワープ王立音楽院に留学｡同大学を首席で卒
業｡第25回全九州高等学校音楽コンクール弦楽器部門グランプリ受賞｡第２回東京音楽コンクール弦楽器部門第3位｡第４２回マルクノイキルヘン国際コンクールヴィオラ
部門デイプロマ賞受賞｡第１回宗次ホール弦楽四重奏コンクール第2位｡08年在ベルギー日本大使館､２０１３年熊本にてリサイタルを開催｡これまでにヴァイオリンを広瀬
大喜､鶴和美の各氏に､ヴィオラを市坪俊彦､平石謙二､菅沼準二､CIaudeLelong､ＬｅｏＤｅＮｅｖｅの各氏に師事｡2009年より読売日本交響楽団ヴィオラ奏者。

口唐沢安岐奈AkinaKarasawa-Cello
名古屋市立菊里高校音楽科､東京塗術大学を経て､同大学院修了もハンガリー国立ﾘｽﾄ音楽院留学｡文化庁派遣芸術家在外研修員としてミュンヘンに留学｡1990年福島賞受
賞｡1991年現代音楽室内楽コンクール第１位､ならびに朝日現音賞受賞｡1992年東京国際音楽コンクール室内楽部門第２位､ならびにルフトハンザ賞受賞｡1996年第66回日本音
楽コンクール入選｡1999,02年には東京･名古屋にてソロリサイタルを開く｡2009年文化庁主催｢明日を担う演奏家達｣にて東京交響楽団とブラームスのドッペルコンチェルトを
共演｡全国でソロ･室内楽等で活躍中｡これまでに故堀江泰､三木敬之､林良一､Ｄ･シャフラン､Ｃ･オンチャイ､Ｈ･シュティーラーの各師に師家｡現在､読売日本交響楽団チェロ奏者。

交通のご案内

川上昌裕と仲間たちｖｏｌ､２は
§２０１５年６月２１日（日）＠ヤマハホールの予定です‘

江戸川橋駅地下鉄有楽町線(4番出口)より徒歩約8分

飯田橋駅ＪＲ総武線(東口)､地下鉄有楽町線､東西線､南北線､大江戸線(Ｂ1出口)より徒歩約13分

後楽圃駅地下鉄丸ﾉ内線､南北線(１番出口)より徒歩約10分

都営バス［上69][飯64］「大曲｣または｢東五軒町｣下車徒歩約3分

※地下駐車場をご利用いただけます。（ホールご来坦者割引あり）

ﾄッパンホール 〒112-0005束京都文京区水道1-3-3Tel:03.5840-2200Fax:03-5840-1515

E-maiI5info＠toppanhall・comhttp:"www,toppanhall､com／


